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あ
り
、
い
ず
れ
も
本
人
の
希
望
に
添
う

窓
図
で
、
あ
っ
せ
ん
に
努
力
奏
銃
け
て

ｌ
Ｈ
Ｗ
■
別
冊
山
１
１
４
■
■
８
８
■
ｎ
口
日
■
■
■
且
■
■
、
■
■
■
■
Ｕ
ｇ
Ｈ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
‐
Ｊ
川
叩
川

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
進
学
の
部

に
入
っ
て
い
る
看
譲
学
院
希
望
も
四
名

学
樮
等
で
あ
る
っ
例
年
、
学
区
制
に
よ

っ
て
行
詰
り
を
来
す
こ
の
問
題
も
、
本

年
度
は
ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
、
彼
等
の

灌
路
に
期
待
す
る
点
が
大
き
い
。

一
方
、
就
駁
関
係
に
お
い
て
は
線
故
関

係
二
一
名
）
を
除
い
た
他
の
者
に
つ

い
て
み
れ
ば
、
現
在
の
既
決
は
三
名
だ

け
だ
が
、
職
室
を
通
じ
て
積
極
的
な
打

い
る
。

明
る
い
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
縁
故
者

を
除
く
希
望
職
種
を
み
る
と

織
滅
工
業
８
、
菓
子
製
造
８
、
店
図

ま
で
に
は
、
完
全
就
職
も
実
現
可
能
と

開
策
惹
考
究
し
て
い
る
の
で
、
卒
業
期

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ

特
娯
な
字
種
選
定
と
し
て
は
、
国
立

合
遮
波
簡
等
学
校
、
京
都
の
光
華
高

譽
れ
、
し
か
農
霞
に
甥
ち

い
る
こ
と
で
あ
る
。

鋤
美
容
３
２
５
含
討
弘
的
認

こ
の
衣
か
ら
削
年
（
八
○
名
）
に’

て
、
急
激
な
姻
加
を
示
し
た
こ
と

仙
蛎
波
１
０
１
看
謹
０
４
４

金
喬
詑
犯
“
窮
愛
０
５
５

弘
商
３
０
３
仏
、
商
１
０
１

木
画
０
１
１
汗
商
１
０
１

江
簡
６
吃
喝
弧
中
高
０
２
２

門
に
大
別
し
て
い
る
。

進
学
部
門
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
菱

五
腰
７
０
７
商
工
６
０
６

五
家
政
０
４
４
京
《
邪
０
１
１

た
。

兄
側
も
槙
趣
孝
期
し
関
心
は
高
い
。

れ
覆
池
学
、
就
職
、
家
業
従
事
の
三

・
・
・
…
．
：
．
“
れ
ら
の
生
従
の
卒
業
後
の

進
路
便
生
徒
の
今
後
の
生
活
の
華
盤

に
な
る
く
ぎ
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
父

１
１
１

７
、
給
仕
３
、
美
容
４
、
紡
綱
４
、

訴
誕
名

教
育
委
員
の
選
挙
は

二
月
二
十
八
日
で
す

金
木
中
学
校

完
全
就
職
が
可
能

通
学
者
は
昨
年
よ
り
激
埴

卒業生の行方

蝿
●
爽
鮒
男
女

張
り
誼
み
せ
て
い
る
。

碓
活
に
、
余
念
の
な
い

暦
残
り
少
く
な
っ
た
学

る
が
、
江
春
を
越
え
て
一

三
名
、
針
二
一
六
名
で

は
男
二
三
名
、
女
一

今
年
産
の
卒
錐
兇
込
者
数

店
風

が
特

比
し

を
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